
経済産業省政策会議の概要 

 

○日 時：平成 22 年 6 月 4 日（金）８：００～８：５０ 

○場 所：参議院議員会館 1 階第１会議室 

○出席者：増子副大臣、高橋政務官、近藤政務官 他３０名程度  

○議 題：「平成 22 年版通商白書（案）」について 

 

１．会議冒頭挨拶 

（増子副大臣） 

・ 本日のご出席に感謝。今日は鳩山内閣下における経済産業省の最後の政策会

議となる。これからの日本にとって、通商政策は最も重要なものの１つ。し

っかりとこの政策会議を行いたい。 

 

２．議事次第の項目に沿って順次、説明 

・「平成 22 年版通商白書（案）」について岡田通商政策局長より説明。 

 

３．質疑応答 

（白石洋一議員） 

・通商白書ということだが、「成長戦略」に関する事項が非常に多く盛り込まれ

ている。「成長戦略」の今後の展望について伺いたい。 

（増子副大臣） 

・昨年 12 月に決定された「成長戦略の基本方針」の具体化が６月中旬に終わる

予定。経済産業省は、先般、同基本方針を踏まえた「産業構造ビジョン２０

１０」をとりまとめた。国を開いて、海外の成長を取り込むとともに、今後、

重要となる環境ビジネス分野はじめ雇用を創出することが重要である。また、

法人税の引下げや、環境面で次世代自動車などの対応、資源・エネルギーの

確保、食料自給率の上昇なども重要。成長戦略基本方針にあるとおり、名目

３％、実質２％以上の経済成長、2020 年度における６５０兆円程度のＧＤＰ

を目指し、戦略実現に向けた体制をしっかりと組んでいきたい。 

（近藤政務官） 

・「成長戦略」の今後の展望については、国家戦略室を中心に、主要 6分野に関

して、工程表を作成し、目玉となるプロジェクトをいくつか特出ししたもの

を作成する予定である。 

（金森正議員） 

・総合的に通商政策に取り組むことが重要である。対アジア政策は総合的に捉



えることが必要で、1 省庁のみの取り組みではなかなか具体化できない。ま

た、人口減少が進む中、産業を盛り上げてゆくのはヒトである。教育も重要

だと思う。 

（増子副大臣） 

・企業の海外進出をしっかり応援するとともに、国内で産業を興して雇用を創

出していくことが重要である。中小企業もしっかりと振興していく必要があ

る。 

（橋本勉議員） 

・インフラの海外展開について、民間主導のみでは限界がある。水、原子力、

鉄道は日本の強みであると考えるが、トップ外交を含め、どのように進めて

いこうと考えているのか。 

（増子副大臣） 

・官民一体のオールジャパン体制でしっかりと臨んでいくことが重要である。 

・総理や大臣を中心にトップ外交を行い、民間をサポートしていくのが基本的

な考え方。政府保証など海外展開をサポートするための措置も行っていきた

い。 

・今後は、オペレーションも含めた展開が重要である。こうした取り組みを通

じ、アジア新興国を中心に需要を創造していくことが大事である。 

（松岡広隆議員） 

・排出権取引等、環境ビジネスをはじめとした投資環境整備が重要である。 

（増子副大臣） 

・CO2 の 25%削減達成に向けて、再生可能エネルギーの全量買取や排出権取引に

ついての制度設計を進めている。 

・環境省はじめ各省と連携しつつ進めて参りたい。 

（橋本勉議員） 

・日本に投資を呼び込むためのインセンティブについては、法人税の引下げの

みならずトータルで考えることが重要である。 

（増子副大臣） 

・法人税の引下げにより、企業活動が活発化するなど、総合的なデータをしっ

かりと示して参りたい。 

・また、経済産業省のみでなく各省庁連携して、規制改革に取り組んでいくこ

とが重要である。 

・中小企業の軽減税はじめ、中小企業への対応を総合的に取り組んでいくこと

が重要である。 

（岡田通商政策局長） 

・法人税率が世界平均よりも低い国の方が、成長率が高く税収も多くなってい



る、という試算がある。 

・日本にも当てはまるのかどうか、分析していきたい。 

・近年は、企業の研究拠点等が海外に流出している例も見られる。それらを国

内に呼び戻し、雇用を創出していくことが重要である。 

 

４．閉会 

（高橋政務官） 

・今後、6月中旬目途で閣議報告を行いたい。 

  

                               以 上 
 


